
◆新しい生活様式

新型コロナウイルス感染症専門家会議の提言を踏まえ、「新しい生活様式」の実践例が発表
されました。 熱中症予防行動との両立も大切です。

◆感染防止の3つの基本 ①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

①②③のうち、手洗いは簡単かつ効果的、さらに取り組み方次第で効果は増大します。

洗い方、洗うタイミング・回数を見直して、新しい生活様式に組み入れてみましょう。

ハンドソープを使って30秒以上かけて丁寧に洗いましょう。洗い方は動画（★）などを参
考にしましょう。

自宅を出る前、会社に到着した時、昼食の前と後（食後の歯みがきの前）、退社前は必ず手
洗いをしましょう。さらに、共有のPC・マウス・タブレット端末、電話などに触れた時、
ドアノブ、エレベーターボタンなどに触れた時、休憩前などにも適宜、手洗いをしましょう。

自分専用のハンドソープをデスクに入れておく、フリーアドレスやオフィス外の仕事が多い
方はハンドソープを小さな容器に入れて携帯するなど、手洗いのハードルを下げましょう。

帰宅後は手だけではなく顔も洗ってください。さらにシャワーを浴びることもお勧めします。
玄関で靴を脱ぐという日本の住居環境が、欧米諸国と比べて新型コロナウイルス対策に有効
であったという説もあります。ウイルスを運ばない、家に持ち込まないことが重要です。

◆働き方の新しいスタイル

多数が集まる密集場所、換気の悪い密閉空間、間近で会話や発声をする密接場面。オフィス
は油断するとすぐに3密状態になってしまいます。オンライン会議、ローテーション勤務、
時差通勤、テレワークなどを取り入れましょう。オフィスではこまめに換気をしましょう。
感染症対策のためには、冷房時でも換気扇や窓開放によって換気を確保する必要があります
が、熱中症予防も必要ですので、エアコンの設定温度をこまめに調整しましょう。

参考： 厚生労働省HP 新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」を公表しました
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html
（★）厚生労働省HP 国民のみなさまへ（新型コロナウイルス感染症）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00094.html#yobou
厚生労働省 令和2年度の熱中症予防行動について
https://www.mhlw.go.jp/content/000633839.pdf
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（参考）厚生労働省 「新しい生活様式」の実践例より

厚生労働省HP
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000635643.pdf



接触感染に注意！

厚生労働省HP
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya
/0000121431_00094.html#yobou

髪 4 回

あご 4 回

ほほ 4 回

1時間あたり20回以上も顔まわりを触っています
そのうち目、鼻、口などの粘膜は約半分を占めています

Am J Infect Control  2015

手洗いなし
流水で
15秒すすぎ

2セット
ハンドソープで10秒
もみ洗い後、
流水で15秒すすぎ
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（参考）厚生労働省 国民のみなさまへ（新型コロナウィルス感染症）より一部改変


